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［共同研究の目的と経過］……松尾恒一

共
同
研
究
の
目
的
と
経
過

研
究
目
的

唱
導
文
献
は
、
中
世
の
仏
教
文
化
の
中
核
を
担
う
テ
ク
ス
ト
と
し
て
、
儀
礼
と
結

び
つ
き
、
芸
能
に
展
開
す
る
基
盤
と
な
り
、
ま
た
、
歴
史
状
況
と
密
接
に
関
わ
り
、

時
代
と
そ
の
人
間
の
心
意
を
象
る
史
料
と
し
て
も
高
い
価
値
を
有
す
る
資
料
で
あ

る
。
そ
の
研
究
は
、
文
献
学
的
資
料
調
査
と
解
読
分
析
を
基
礎
と
し
て
、
人
文
学
の

諸
分
野
か
ら
学
際
的
に
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

歴
博
田
中
旧
蔵
文
書
中
の
『
転
法
輪
鈔
』
は
、
中
世
唱
導
の
主
流
で
あ
っ
た
安
居

院
唱
導
の
代
表
的
文
献
の
中
で
最
古
最
善
の
テ
ク
ス
ト
で
あ
り
、
金
沢
文
庫
寄
託
称

名
奇
聖
教
中
の
安
居
院
唱
導
文
献
群
に
比
し
て
は
る
か
に
古
態
を
と
ど
め
、
そ
れ
ら

を
位
置
付
け
る
上
で
不
可
欠
な
伝
本
で
あ
る
。
安
居
院
唱
導
文
献
の
研
究
に
つ
い
て

は
、『
安
居
院
唱
導
集
上
巻
』（
一
九
七
五
）
以
降
、
大
き
な
進
展
が
み
ら
れ
な
い
。

そ
の
停
滞
は
、こ
う
し
た
基
幹
資
料
が
多
く
未
公
刊
で
あ
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
。

こ
の
状
況
を
打
開
す
る
一
歩
と
し
て
、
歴
博
本
『
転
法
輪
鈔
』
を
研
究
・
紹
介
す
る

こ
と
は
急
務
で
あ
り
、
そ
の
公
刊
は
、
歴
史
・
文
学
お
よ
び
美
術
史
と
建
築
史
等
の

重
要
資
料
と
し
て
学
界
の
求
め
に
応
え
る
も
の
と
な
ろ
う
。

加
え
て
、
唱
導
文
献
を
広
く
宗
教
テ
ク
ス
ト
と
し
て
認
識
し
、
特
に
儀
礼
テ
ク
ス

ト
と
し
て
の
普
遍
性
の
も
と
に
把
え
る
こ
と
に
よ
り
、
唱
導
が
担
う
仏
教
文
化
の
構

松
尾
恒
一

造
と
体
系
が
明
ら
か
に
な
り
、
ひ
い
て
は
説
経
や
延
年
な
ど
芸
能
へ
と
展
開
す
る
実

態
を
明
ら
か
に
で
き
よ
う
。
そ
れ
ら
は
、
仏
教
が
王
権
や
国
家
と
深
く
結
び
つ
い
た

東
ア
ジ
ア
に
共
通
す
る
現
象
で
あ
り
、
中
国
・
韓
国
の
仏
教
儀
礼
と
芸
能
の
研
究
者

が
参
加
す
る
こ
と
は
、
そ
う
し
た
広
い
地
平
に
お
い
て
唱
導
文
献
の
諸
位
相
を
捉
え

る
格
好
の
機
会
と
な
ろ
う
。
ま
た
米
国
の
中
世
仏
教
に
深
い
知
識
と
新
鮮
な
問
題
意

識
を
有
す
る
研
究
者
の
参
加
も
、
こ
う
し
た
課
題
を
国
際
的
な
視
野
の
許
で
展
開
す

る
契
機
と
も
な
る
。

す
で
に
研
究
代
表
阿
部
泰
郎
は
、
副
代
表
松
尾
恒
一
も
加
わ
っ
た
共
同
研
究
と
し

て
、
科
研
費
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
中
世
寺
院
の
知
的
体
系
の
研
究
」
で
真
福
寺
等
に

お
い
て
唱
導
文
献
を
含
む
仏
教
資
料
全
般
に
わ
た
る
綜
合
的
研
究
を
深
め
、
ま
た

名
古
屋
大
学
文
学
研
究
科
二
一
世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
統
合
テ
ク
ス
ト
科
学

の
構
築
」
の
推
進
担
当
者
と
し
て
、
そ
の
宗
教
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
普
遍
的
構
造
を

追
究
し
て
き
た
。
さ
ら
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
C
O
E
「
テ
ク
ス
ト
布
置
の
解
釈
学
的

研
究
と
教
育
」（
平
成
一
九
年
〜
二
三
年
）
で
は
、
そ
の
成
果
を
よ
り
高
度
化
し
て
、

自
身
の
科
研
費
研
究
の
主
題
で
あ
る
中
世
宗
教
テ
ク
ス
ト
の
綜
合
的
研
究
を
、
国
際

的
な
連
携
を
築
き
つ
つ
展
開
す
べ
く
努
め
た
。
本
研
究
は
そ
の
重
要
な
基
盤
と
も
な

り
、
ま
た
、
こ
れ
ら
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
大
き
な
次
元
の
共
同
研
究

へ
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。（
阿
部
泰
郎
執
筆
）
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研
究
経
過

第
一
年
次
　
二
〇
〇
八
年
度

◇
第
一
回
研
究
会　

五
月
一
六
日　

名
古
屋 

真
福
寺

　

・
真
福
寺
蔵
の
聖
教
調
査
と
今
年
度
の
研
究
計
画
に
つ
い
て
の
討
議

◇
第
二
回
研
究
会　

六
月
五
日
〜
六
日　

韓
国 

ソ
ウ
ル

　
〔
五
日
〕
研
究
発
表　

於
ソ
ウ
ルM

etro H
otel

坂
田
沙
代
（
ソ
ウ
ル
大
学
校
国
語
国
文
学
科
博
士
課
程
）「
金
剛
山
遊
覧
と
僧　

侶
の
役
割
」

松
尾
恒
一
「
奉
元
寺
霊
山
斎
に
つ
い
て
」

　
〔
六
日
〕
ソ
ウ
ル
奉
元
寺
に
て
霊
山
斎
の
調
査

◇
第
三
回
研
究
会　

六
月
二
〇
日　

神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫

・
金
沢
文
庫
蔵
の
唱
導
関
係
を
中
心
と
す
る
資
料
の
調
査

〈
研
究
発
表
〉　

阿
部
美
香
「
金
沢
文
庫
蔵
「
上
素
帖
」
に
つ
い
て
」

◇
第
四
回
研
究
会　

八
月
二
二
日
〜
二
三
日  

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

・『
転
法
輪
鈔
』
他
、
館
蔵
田
中
旧
蔵
文
書
の
調
査 

〈
研
究
発
表
〉　

高
橋
一
樹
・
内
田
澪
子
「
歴
博
蔵
田
中
旧
蔵
文
書
に
つ
い
て
」

康
保
成 

「
仏
典
の
「
謗
仏
」
物
語
と
大
足
「
謗
仏
不
孝
」
石
刻
―
変
文
・
変
相
図

と
演
劇
と
の
関
係
を
も
視
野
に
―
」

◇
第
五
回
研
究
会　

一
一
月
二
九
日　

新
宿
明
治
安
田
生
命
ホ
ー
ル

・
映
像
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
海
を
渡
っ
た
仏
教　

儀
礼
と
芸
能
」　

・
報
告　

阿
部
泰
郎
「
堂
童
子
と
儀
礼
・
芸
能
」

　
　
　
　

尹
光
鳳
「
韓
日
仏
教
儀
礼
と
芸
能
」

◇
第
六
回
研
究
会　

一
月
二
三
日
〜
二
四
日　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

・
歴
博
蔵
『
転
法
輪
鈔
』
ほ
か
、
中
世
唱
導
関
係
資
料
調
査

筒
井
早
苗
「「
為
小
堂
供
養
祈
修
同
供
祭
文
」
の
考
察
―
『
転
法
輪
鈔
』
中
間
報

告
と
し
て
―
」

牧
野
淳
司
「
歴
博
蔵『
転
法
輪
鈔
』の
翻
刻
と
解
題
作
成
に
つ
い
て
の
経
過
報
告
」

研
究
会
は
、
第
一
回
（
五
月
）
に
は
、
名
古
屋
の
真
福
寺
に
お
い
て
本
共
同
研
究

の
主
旨
説
明
と
研
究
計
画
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
大
須
文
庫
所
蔵
の
唱
導
・
法
儀
テ

ク
ス
ト
の
閲
覧
と
断
簡
中
の
唱
導
文
献
に
つ
い
て
整
理
と
分
析
を
行
っ
た
。

第
二
回
（
六
月
）
は
韓
国
ソ
ウ
ル
市
に
赴
い
て
奉
元
寺
の
霊
山
斎
の
見
学
・
調
査

記
録
と
、ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
坂
田
沙
代
氏
に
よ
る
「
金
剛
山
遊
覧
と
僧
侶
の
役
割
」

の
発
表
を
中
心
と
す
る
研
究
会
を
行
っ
た
。
な
お
、
本
研
究
会
に
は
、
韓
国
東
国
大

学
洪
潤
植
名
誉
教
授
が
参
加
し
、
活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
た
。

第
三
回
（
六
月
）
は
金
沢
文
庫
に
て
特
別
展
『
五
寸
四
方
の
文
学
世
界
』
を
見
学

し
、
展
示
さ
れ
た
称
名
寺
聖
教
中
の
唱
導
文
献
の
全
体
像
に
つ
い
て
、
研
究
分
担
者

の
西
岡
芳
文
学
芸
課
長
か
ら
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、
そ
の
他
重
要
な
唱
導
資
料
の
閲

覧
を
行
っ
た
。

第
四
回
（
八
月
）
は
歴
博
に
お
い
て
、
館
蔵
田
中
穣
旧
蔵
文
書
中
の
唱
導
・
儀
礼

テ
ク
ス
ト
を
中
心
に
閲
覧
を
行
い
、
そ
の
内
容
を
検
討
し
、
あ
わ
せ
て
研
究
会
で
そ

の
概
要
に
つ
い
て
高
橋
・
内
田
共
同
研
究
分
担
者
か
ら
説
明
を
受
け
、
研
究
代
表
者

に
よ
る
中
世
唱
導
テ
ク
ス
ト
の
体
系
の
試
論
が
提
示
さ
れ
、
第
三
回
に
引
き
続
き
阿

部
美
香
共
同
研
究
員
か
ら
『
上
素
帖
』
に
関
す
る
報
告
が
な
さ
れ
、
本
共
同
研
究
員

で
あ
る
中
国
中
山
大
学
康
保
成
に
よ
る
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
仁
和
寺
蔵
の
法
儀
・
声
明
書
に
つ
い
て
、
小
島
裕
子
共
同
研
究
員
を
中
心
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に
調
査
を
実
地
し
た
（
九
月
）。

第
五
回
は
、
昨
年
度
の
民
俗
研
究
映
像
「
薬
師
寺
花
会
式
」「
春
日
大
社
・
興
福

寺
の
年
中
行
事
」
を
一
般
公
開
上
映
し
た
映
像
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
一
一
月
）
に
お
い
て
、

本
共
同
研
究
の
共
同
研
究
員
（
阿
部
代
表
・
松
尾
副
代
表
・
尹
共
同
研
究
員
）
に
よ

る
、
報
告
と
討
議
を
行
っ
た
。
寺
院
の
建
造
に
関
わ
る
職
能
者
の
、
行
事
へ
の
奉
仕

と
、
大
陸
よ
り
伝
播
し
た
仏
教
の
、
日
本
と
同
様
に
古
代
以
来
の
歴
史
を
有
す
る
韓

国
の
事
例
と
の
比
較
討
議
を
行
っ
た
。

第
六
回
（
一
月
）、
歴
博
に
お
い
て
『
転
法
輪
鈔
』
の
ほ
か
、
中
世
唱
導
関
係
資

料
の
調
査
を
行
い
、
ま
た
、
共
同
研
究
員
筒
井
早
苗
の
「「
為
小
堂
供
養
祈
修
同
供

祭
文
」
の
考
察
」
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
、
牧
野
淳
司
に
よ
り
『
転
法
輪
鈔
』
の
翻

刻
と
解
題
作
成
に
つ
い
て
の
進
捗
報
告
が
行
わ
れ
た
。

〔
研
究
成
果
〕

初
年
度
は
、
研
究
対
象
と
な
る
中
世
唱
導
文
献
と
儀
礼
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
、
主

要
な
寺
院
と
文
庫
に
伝
来
・
所
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
の
輪
郭
を
把
握
し
、
そ
れ
ら
の

中
で
の
歴
博
蔵
田
中
旧
蔵
資
料
の
含
む
範
囲
や
位
置
を
確
認
し
た
。

そ
の
過
程
で
、
中
心
的
な
研
究
対
象
で
あ
る
歴
博
蔵
『
転
法
輪
鈔
』
の
本
格
的
な

輪
読
と
原
稿
作
成
も
開
始
さ
れ
た
。

加
え
て
、密
接
に
関
連
す
る
安
居
院
唱
導
資
料『
上
素
帖
』（
金
沢
文
庫
所
蔵
）や『
安

極
玉
泉
集
』
断
簡
（
真
福
寺
）
等
の
新
発
見
資
料
の
開
拓
的
研
究
が
推
進
さ
れ
た
。

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
仏
教
儀
礼
、
及
び
、
こ
れ
と
深
く
関
わ
っ
た
芸
能
の
伝
承
の

実
見
・
調
査
と
し
て
、
韓
国
奉
元
寺
霊
山
斎
の
調
査
を
行
っ
た
が
、
密
教
的
作
法
や
、

禅
宗
的
な
儀
礼
等
と
の
複
合
、在
地
の
精
霊
信
仰
に
基
づ
く
諸
作
法
等
が
確
認
さ
れ
、

中
国
を
経
由
し
て
伝
来
し
た
仏
教
の
地
域
的
な
定
着
と
展
開
を
考
究
す
る
う
え
で
、

今
後
、
日
本
の
諸
事
例
と
の
興
味
深
い
比
較
が
必
要
と
な
る
確
信
を
得
た
。

第
二
年
次
　
二
〇
〇
九
年
度

前
年
度
に
引
き
つ
づ
き
、
歴
博
蔵
、
田
中
旧
蔵
文
書
を
中
心
と
す
る
中
世
仏
教
儀

礼
関
係
の
資
料
の
調
査
と
、
共
同
研
究
会
を
中
心
と
す
る
研
究
発
表
、
討
議
を
行
っ

た
。
特
記
さ
れ
る
の
は
、
日
本
と
の
比
較
を
目
的
と
し
た
中
国
の
仏
教
儀
礼
、
唱
導

芸
能
の
調
査
を
実
施
し
た
こ
と
、
及
び
韓
国
・
中
国
の
専
門
研
究
者
を
招
き
、
公
開

の
国
際
研
究
集
会
を
開
催
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
含
む
、
五
回
の
共
同
研
究

会
の
発
表
者
、
発
表
題
は
下
記
の
通
り
。

◇
第
一
回
研
究
会　

五
月
八
日
（
金
）
〜
九
日
（
土
）　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

・
歴
博
蔵
『
転
法
輪
鈔
』
ほ
か
、
中
世
唱
導
関
係
資
料
調
査

〈
研
究
発
表
〉

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー 

三
好
俊
徳
「
田
中
穣
氏
旧
蔵
『
転
法
輪
鈔
』
か
ら
み
る
源

頼
朝
の
宗
教
政
策
」

・
歴
博
蔵
『
転
法
輪
鈔
』
の
翻
刻
と
解
題
作
成
に
つ
い
て
の
経
過
報
告

◇
第
二
回
研
究
会　

七
月
一
四
日
〜
七
月
一
八
日　

名
古
屋 

真
福
寺

〈
研
究
発
表
〉

ブ
ラ
ア
ン 

ル
パ
ー
ト
「
奥
書
・
識
語
が
語
る
も
の
―
中
世
真
言
密
教
祖
師
自
筆

の
言
説
と
修
法
・
聖
教
伝
授
の
関
係
に
関
す
る
一
考
察
―
」

・
真
福
寺
蔵
、
唱
導
関
係
資
料
調
査

◇
第
三
回
研
究
会　

九
月
一
八
日
〜
二
二
日　

中
国
、
仏
教
儀
礼
、
唱
導
関
係
調
査

・
天
台
山
国
清
寺
の
朝
の
勤
行
（
朝
課
）
聴
聞
。
及
び
山
内
踏
査
、
特
に
伝
教
大

師
関
係
堂
舎
・
碑
等
を
調
査
。

・
天
童
寺
、
禅
宗
法
要
（
晩
課
）
聴
聞
・
調
査
。
道
元
禅
師
関
係
堂
舎
・
碑
の
等
、

踏
査
。

・
鎮
江
金
山
寺
に
て
水
陸
法
会
の
調
査
。
特
に
内
壇
の
荘
厳
の
調
査
。
現
況
（
施

主
や
催
行
状
況
等
）
と
歴
史
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
。
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・
蘇
州
評
弾
学
校
に
て
、
校
長
・
作
曲
家
の
教
師
・
演
奏
の
教
師
よ
り
、
学
校
の

成
立
、
評
弾
伝
習
の
た
め
の
課
程
等
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
。

・
蘇
州
評
弾
博
物
館
に
て
評
弾
を
聴
聞
。
評
弾
と
そ
の
奏
演
の
空
間
・
聴
衆
層
等

に
つ
い
て
調
査
。

◇
第
四
回  

一
二
月
二
三
日　

名
古
屋
大
学 

文
系
総
合
館
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
・
ホ
ー
ル

・
名
古
屋
大
学
と
の
共
催
に
よ
る
公
開
の
国
際
研
究
集
会
「
東
ア
ジ
ア
の
宗
教
儀

礼
と
表
象
文
化
」

・
歴
博
民
俗
研
究
映
像
「
薬
師
寺
花
会
式
〜
行
法
と
支
え
る
人
々
〜
」
上
映
と
解

説　

松
尾
恒
一

・
基
調
講
演　

洪
潤
植
（
韓
国
東
国
大
学
名
誉
教
授
）「
韓
国
の
仏
教
儀
礼
と
芸

能
」

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア
の
宗
教
儀
礼
と
表
象
文
化
」

　

金
應
起
（
韓
国
東
国
大
学
教
授
）「
韓
国
に
お
け
る
「
霊
山
斎
」
の
儀
礼
と
芸

能
及
び
そ
の
歴
史
」

小
島
裕
子
「
舎
利
会
に
お
け
る
舎
利
の
奉
迎
に
つ
い
て
」

荒
見
泰
史
「
敦
煌
文
献
に
見
ら
れ
る
唱
導
資
料
」

コ
メ
ン
ト　

殷
勤
（
杭
州
仏
学
院
）・
尹
光
鳳
・
松
尾
恒
一

総
括　

阿
部
泰
郎

◇
第
五
回
共
同
研
究
会　

三
月
九
日
〜
一
〇
日　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

〈
研
究
発
表
〉

松
尾
恒
一
「
古
代
、
延
暦
寺
根
本
中
堂
修
正
会
の
咒
師
作
法
の
特
質
、
新
資
料

真
福
寺
蔵
『
中
堂
呪
師
作
法
』
を
中
心
と
し
て
」

阿
部
美
香
「
新
資
料
、
金
沢
文
庫
蔵
『
上
素
帖
』
の
唱
導
資
料
の
特
質

〔
研
究
成
果
〕

上
、
研
究
経
過
に
記
し
た
共
同
研
究
会
に
よ
り
、
歴
博
蔵
、
田
中
旧
蔵
文
書
を
中

心
と
す
る
中
世
仏
教
儀
礼
関
係
の
資
料
の
調
査
と
、
共
同
研
究
員
を
中
心
と
す
る
研

究
発
表
、
討
議
を
行
っ
た
。

第
一
回
は
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
三
好
俊
徳
氏
が
「
田
中
穣
氏
旧
蔵
『
転
法
輪
鈔
』

か
ら
み
る
源
頼
朝
の
宗
教
政
策
」
を
発
表
し
、『
転
法
輪
鈔
』
中
の
二
篇
の
源
頼
朝

主
催
法
会
の
表
白
を
中
心
に
、儀
礼
の
分
析
と
そ
の
歴
史
的
位
置
づ
け
を
検
討
し
た
。

頼
朝
の
宗
教
政
策
に
つ
い
て
、
京
洛
と
鎌
倉
と
の
関
わ
り
を
視
野
に
入
れ
て
、
本
表

白
の
分
析
を
試
み
た
。

第
二
回
は
、
ブ
ラ
イ
ア
ン 

ル
パ
ー
ト
の
「
奥
書
・
識
語
が
語
る
も
の
―
中
世
真

言
密
教
祖
師
自
筆
の
言
説
と
修
法
・
聖
教
伝
授
の
関
係
に
関
す
る
一
考
察
―
」
の
発

表
が
行
わ
れ
た
。
鎌
倉
中
期
以
降
の
、
日
本
密
教
テ
ク
ス
ト
を
資
料
と
し
て
、
特
に

奥
書
・
識
語
―
テ
ク
ス
ト
の
筆
者
・
書
写
者
・
伝
来
・
刊
記
等
の
記
載
―
に
注
目
し

て
、
古
代
後
期
、
院
や
朝
廷
と
結
び
つ
い
た
顕
密
仏
教
、
国
家
仏
教
体
制
下
の
仏
教

と
は
異
な
る
密
教
の
あ
り
方
を
考
究
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
密
教
テ
ク
ス
ト
の
生

成
は
主
に
、
地
方
に
お
い
て
弟
子
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
そ
の
由
緒
の
正
し

さ
、
正
当
性
＝
正
統
性
を
、
師
匠
か
ら
の
誤
り
の
な
い
伝
授
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ

と
を
根
拠
と
し
て
い
る
点
に
、注
目
す
べ
き
で
あ
る
と
い
っ
た
内
容
が
発
表
さ
れ
た
。

こ
れ
対
し
て
、
そ
の
中
世
、
特
に
鎌
倉
期
に
お
け
る
聖
教
書
写
の
仏
教
史
上
の
意

義
に
つ
い
て
、
阿
部
代
表
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
修
法
を
内
容
と

す
る
多
く
の
テ
ク
ス
ト
が
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
事
実
と
し
て
認
め
得
る
が
、
こ

れ
ら
の
密
教
修
法
が
、
ど
の
程
度
実
践
さ
れ
た
の
か
―
実
際
に
行
わ
れ
た
の
は
そ
の

一
部
で
は
な
い
か
―
と
い
っ
た
指
摘
、
ま
た
、
こ
れ
が
地
方
に
お
い
て
行
わ
れ
た
目

的
や
、
こ
れ
を
可
能
と
し
た
経
済
的
基
盤
は
何
だ
っ
た
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
が
松

尾
恒
一
よ
り
指
摘
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
高
橋
一
樹
は
、
地
方
の
中
で
も
、
事
例
が
東

国
に
偏
向
し
て
い
る
点
に
注
目
す
べ
き
で
、
こ
れ
は
、
東
国
に
も
う
一
つ
の
政
権
、

鎌
倉
幕
府
が
成
立
し
、
朝
廷
―
幕
府
の
往
還
と
い
っ
た
、
列
島
内
に
生
起
し
た
新
た

な
政
治
的
状
況
の
反
映
と
認
め
得
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
の
場
合
の
中
央
―
東
国
の

結
び
つ
き
は
、
ス
ト
レ
ー
ト
な
も
の
で
は
な
く
、
畿
内
の
一
地
域
、
あ
る
い
は
複
数
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地
域
を
介
し
た
も
の
だ
ろ
う
と
い
っ
た
指
摘
が
な
さ
れ
た
。

第
三
回
研
究
会
は
、
中
国
に
お
け
る
、
仏
教
儀
礼
、
唱
導
関
係
の
調
査
を
実
施
し

た
。
特
に
、
日
本
仏
教
の
歴
史
と
民
俗
的
な
展
開
、
ま
た
琵
琶
法
師
に
よ
る
平
曲
や

説
経
・
講
談
等
、
唱
導
を
考
究
す
る
上
で
、
比
較
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
民

俗
文
化
の
現
況
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

第
一
に
、
古
代
・
中
世
の
日
本
仏
教
の
祖
師
ら
の
修
行
と
習
得
が
行
わ
れ
た
寺
院
、

及
び
そ
れ
ら
の
寺
院
に
お
け
る
儀
礼
の
時
間
・
空
間
と
身
体
所
作
・
音
声
の
調
査
と

し
て
以
下
の
寺
院
に
赴
い
た
。

・
天
台
大
師
智
顗
円
寂
の
地
、
新
昌
県
城
大
仏
寺
（
元
隠
岳
寺
・
石
城
寺
、
巨
大
弥

勒
石
仏
）
の
踏
査

・
天
台
山
国
清
寺
に
て
、
法
会
の
歴
史
と
現
況
の
調
査

・
天
台
山
国
清
寺
の
朝
の
勤
行
（
朝
課
）
聴
聞
、
及
び
山
内
踏
査
、
特
に
伝
教
大
師

関
係
堂
舎
・
碑
等

・
天
童
寺
、
禅
宗
法
要
（
晩
課
）
聴
聞
・
調
査
、
道
元
禅
師
関
係
堂
舎
・
碑
等
、
踏

査・
鎮
江
金
山
寺
に
て
水
陸
法
会
の
調
査
、
特
に
内
壇
の
荘
厳
に
つ
い
て
、
現
況
（
施

主
や
催
行
状
況
等
）
と
歴
史
に
つ
い
て
の
聞
き
取
り

さ
ら
に
、
中
・
近
世
芸
能
の
伝
承
・
伝
習
状
況
の
調
査
と
し
て
次
の
機
関
を
訪
れ

た
。

・
蘇
州
評
弾
学
校
に
お
け
る
、
校
長
・
作
曲
家
の
教
師
・
演
奏
の
教
師
へ
の
、
学
校

の
成
立
、
評
弾
伝
習
の
た
め
の
課
程
等
に
つ
い
て
の
聞
き
取
り

・
蘇
州
評
弾
博
物
館
に
て
評
弾
の
実
態
の
調
査
を
実
施
し
た
。

第
四
回
は
、
阿
部
代
表
の
本
務
校
で
あ
る
名
古
屋
大
学
と
の
共
催
に
よ
る
国
際
研

究
集
会
「
東
ア
ジ
ア
の
宗
教
儀
礼
と
表
象
文
化
」
を
韓
国
・
中
国
の
研
究
者
を
招
聘

し
、
公
開
に
て
共
同
研
究
会
を
開
催
し
た
。

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
や
地
域
に
よ
る
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
古
代
・
中
世
に
仏

教
の
実
践
と
し
て
、
寺
院
に
お
け
る
儀
礼
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
こ
れ
を
基
盤

と
し
て
特
徴
の
あ
る
文
化
が
生
成
し
た
。
そ
の
文
化
生
成
は
、
建
築
・
絵
画
・
歌
舞
・

音
曲
・
文
学
…
と
い
っ
た
多
分
野
に
お
よ
び
、
ま
た
地
域
の
民
間
信
仰
と
も
結
び
つ

い
て
独
自
の
変
容
を
遂
げ
、そ
の
伝
承
の
い
く
つ
か
を
各
国
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
研
究
集
会
は
、
仏
教
儀
礼
の
古
代
・
中
世
の
実
相
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
仏
教
を

起
源
、
あ
る
い
は
基
盤
と
す
る
諸
文
化
の
生
成
と
定
着
に
つ
い
て
の
比
較
を
、
韓
国
・

中
国
の
専
門
研
究
者
、
及
び
大
学
に
所
属
す
る
専
門
研
究
者
等
と
と
も
に
考
究
し
た

が
、
宗
派
仏
教
と
し
て
成
立
し
た
日
本
仏
教
に
お
い
て
は
、
そ
の
後
の
文
化
生
成
や

展
開
の
上
で
、
韓
国
・
中
国
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
と
な
っ
た
こ
と
等
が
浮
き
彫

り
と
な
り
、
今
後
、
水
陸
斎
（
水
陸
法
会
）
の
比
較
研
究
等
、
個
別
事
例
に
つ
い
て

の
比
較
研
究
を
推
進
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
、
韓
国
・
中
国
の
研
究
者
と
と
も
に
共

通
の
認
識
と
な
っ
た
。

第
五
回
共
同
研
究
会
で
は
、
松
尾
「
古
代
、
延
暦
寺
根
本
中
堂
修
正
会
の
咒
師
作

法
の
特
質
、新
資
料
真
福
寺
蔵「『
中
堂
呪
師
作
法
』を
中
心
と
し
て
」、阿
部
美
香「
新

資
料
、金
沢
文
庫
蔵
『
上
素
帖
』
の
唱
導
資
料
の
特
質
」
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。

い
ず
れ
も
、
新
資
料
の
紹
介
・
内
容
分
析
を
中
心
と
す
る
研
究
発
表
で
、
仏
教
儀
礼

と
密
接
に
結
び
つ
い
た
古
代
・
中
世
の
芸
能
の
新
た
な
側
面
を
照
射
す
る
発
表
内
容

で
、
現
行
儀
礼
や
中
国
仏
教
と
の
相
違
点
等
に
つ
い
て
、
活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
た
。

第
二
年
次
で
は
ま
た
、
研
究
対
象
の
核
と
な
る
館
蔵
『
転
法
輪
鈔
』
の
解
読
と
分

析
を
前
進
さ
せ
つ
つ
、
館
蔵
の
他
の
仏
教
儀
礼
を
中
心
と
す
る
中
世
の
文
献
資
料
の

調
査
を
実
施
し
た
。
さ
ら
に
、
新
出
の
古
代
・
中
世
の
仏
教
儀
礼
・
唱
導
資
料
の
考

察
を
も
行
っ
た
。

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
仏
教
儀
礼
、
及
び
、
こ
れ
と
深
く
関
わ
っ
た
芸
能
の
伝
承
の

実
見
・
調
査
と
し
て
、
中
国
に
お
け
る
仏
教
儀
礼
、
唱
導
関
係
の
現
行
の
伝
承
例
を

中
心
に
調
査
を
実
施
し
た
。
特
に
、
日
本
仏
教
の
歴
史
と
民
俗
的
な
展
開
、
た
と
え

ば
琵
琶
法
師
に
よ
る
平
曲
や
説
経
・
講
談
等
、
唱
導
を
考
究
す
る
上
で
、
比
較
が
有

効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
民
俗
文
化
の
現
況
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
東
ア
ジ
ア
世

界
に
お
け
る
文
化
比
較
の
上
で
の
仏
教
の
重
要
性
、
精
緻
な
調
査
に
基
づ
い
て
の
比
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較
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
た
。

共
同
研
究
会
の
う
ち
の
一
回
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
国
際
研
究
集
会
と
し
て

「
東
ア
ジ
ア
の
宗
教
儀
礼
と
表
象
文
化
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
実
施
し
た
が
、
韓
国
・

中
国
の
研
究
者
を
招
聘
し
て
討
議
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
展
開
・
伝
承
の
、
日
・

中
・
韓
の
間
の
差
異
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
な
お
、
本
研
究
集
会
は
公
開

で
開
催
し
、
約
七
〇
名
の
外
国
人
を
含
む
大
学
教
員
・
大
学
院
生
・
一
般
来
館
者
の

参
加
が
あ
り
、
本
共
同
研
究
の
成
果
と
意
義
を
、
大
学
・
関
係
学
会
を
は
じ
め
と
す

る
研
究
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

第
三
年
次

　
二
〇
一
〇
年
度

◇
第
一
回
研
究
会　

八
月
一
三
日
（
金
）　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

『
転
法
輪
鈔
』
等
、
田
中
旧
蔵
文
書
、
中
近
世
芸
能
関
係
資
料
の
調
査

◇
第
二
回
研
究
会　

一
〇
月
六
・
七
日　

イ
リ
ノ
イ
州
立
イ
リ
ノ
イ
大
学 

国
際
研
究

集
会　

Religious T
exts and Perform

ance in East A
sia

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
宗
教
テ
ク
ス
ト
と
表
象
文
化

歴
博
共
同
研
究
「
中
世
に
お
け
る
儀
礼
テ
ク
ス
ト
の
綜
合
的
研
究
（the 

Com
prehensive Study of Liturgical T

exts of the M
edieval Period 

）
―

歴
博
蔵
田
中
旧
蔵
文
書
『
転
法
輪
鈔
』
を
中
心
と
し
て
―
」
が
中
心
と
な
り
、
ア
メ

リ
カ
・
イ
リ
ノ
イ
大
学
、
及
び
阿
部
泰
郎
代
表
科
研
費
基
盤
研
究
（
A
）「
中
世
宗

教
テ
ク
ス
ト
体
系
の
綜
合
的
研
究
―
寺
院
経
蔵
聖
教
と
儀
礼
図
像
の
統
合
―
」
の
三

者
の
共
催
に
よ
る
国
際
研
究
集
会
。
開
催
代
表
は
、
日
本
側
は
松
尾
恒
一
（
歴
博
）、

ア
メ
リ
カ
側
は
ブ
ラ
イ
ア
ン 

ル
パ
ー
ト
（
イ
リ
ノ
イ
大
学
）。

州
立
イ
リ
ノ
イ
大
学
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
日
本
、
東
ア
ジ
ア
の

宗
教
・
宗
教
文
化
の
専
門
研
究
者
と
と
も
に
、
報
告
と
討
議
を
行
っ
た
。
歴
博
共
同

研
究
の
中
心
に
据
え
ら
れ
て
い
る
歴
博
蔵
田
中
旧
蔵
文
書
『
転
法
輪
鈔
』
の
内
容
や

資
料
的
価
値
・
意
義
の
紹
介
、
及
び
、
民
俗
研
究
映
像
『
薬
師
寺
花
会
式
〜
行
法
と

支
え
る
人
々
〜
』（
英
語
版
）
の
上
映
と
討
議
を
も
お
こ
な
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
側
か
ら
は
、
前
近
代
の
日
本
・
中
国
の
宗
教
文
化
の
専
門
研
究
者
の
講

演
と
発
表
が
な
さ
れ
た
。
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
、
互
い
に
異
な
る
歴
史
と
社
会
背
景

の
な
か
で
進
め
ら
れ
て
い
る
日
本
、及
び
東
ア
ジ
ア
の
文
化
研
究
に
つ
い
て
の
報
告
・

発
表
、
討
議
に
よ
っ
て
、
東
ア
ジ
ア
の
精
神
史
の
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
仏

教
の
新
た
な
側
面
を
照
射
し
、
成
果
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

講
演
、
各
発
表
者
・
タ
イ
ト
ル
等
は
下
記
の
通
り
。

W
E

D
N

E
S

D
A

Y
, O

C
T

O
B

E
R

 6
, 2

0
1

0

W
e

lco
m

in
g

 R
e

m
ark

s: 

B
ria

n
 R

u
p

p
e

r
t, E

A
L

C
; E

la
b

b
a

s
 B

e
n

m
a

m
o

u
n

, D
ire

c
to

r, S
c

h
o

o
l o

f 

L
an

g
u

ag
e

s, C
u

ltu
re

s, an
d

 L
in

g
u

istics; A
k

ira T
ajim

a, C
o

n
su

l an
d

 D
ire

cto
r, 

Jap
an

 In
fo

rm
atio

n
 C

e
n

te
r, C

o
n

su
late

 G
e

n
e

ral o
f Jap

an
 at C

h
icag

o

In
tro

d
u

cto
r
y

 D
iscu

ssio
n

 o
f N

ara B
u

d
d

h
ist R

itu
al(L

e
vis, 3

rd
 F

lo
o

r)

M
atsu

o
 Kō

ich
i, N

atio
n

al M
u

se
u

m
 o

f Jap
an

e
se

 H
isto

r
y, “A

co
ly

te
s (D
ō

ji), 

H
a

ll A
c

o
ly

te
s
 (D
ō

dō
ji): B

u
d

d
h

is
t R

ite
s
 o

f N
a

ra
 a

n
d

 th
e

 P
e

o
p

le
 W

h
o

 

S
u

p
p

o
rt T

h
e

m
” （

童
子
と
堂
童
子
―
奈
良
の
仏
教
儀
礼
と
支
え
る
人
々
―
）

 K
o

jim
a Y

asu
k

o
, W

akō
 U

n
ive

rsity, “T
h

e
 R

ite
s an

d
 T

rad
itio

n
 o

f th
e

 Tō
d

aiji 

S
h

u
n

i’e
 (O

’M
izu

to
ri): T

h
e

 R
itu

a
l W

o
rld

 o
f K

a
m

i-B
u

d
d

h
a
 C

o
m

b
in

a
to

r
y

 

R
e

latio
n

s an
d

 th
e

 H
ach

im
an

 S
h

rin
e

 P
rie

sts’ P
ro

te
ctio

n
 o

f K
o

g
an

n
o

n 

（
東

大
寺
修
二
会
（
お
水
取
り
）
の
儀
礼
と
伝
承
―
小
観
音
を
守
護
す
る
八
幡
宮
司
、

神
仏
習
合
の
儀
礼
世
界
―
）

P
u

b
lic S

cre
e

n
in

g
 an

d
 D

iscu
ssio

n
: D

o
cu

m
e

n
tar

y
: “T

h
e

 F
lo

w
e

r A
sse

m
b

ly
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［共同研究の目的と経過］……松尾恒一

R
ite

 (H
a
n

a
’e

-sh
ik

i) o
f Y

a
k

u
sh

iji: T
h

e
 C

e
re

m
o

n
y

 a
n

d
 th

e
 P

e
o

p
le

 W
h

o
 

S
u

p
p

o
rt It” 

（
薬
師
寺
花
会
式
〜
行
法
と
支
え
る
人
々
〜
、 N

atio
n

al M
u

se
u

m
 

o
f Ja

p
a
n

e
se

 H
isto

r
y, In

te
r-U

n
iv

e
rsity

 R
e

se
a
rc

h
 C

o
rp

o
ra

tio
n

, N
a
tio

n
a
l 

In
stitu

te
s fo

r th
e

 H
u

m
an

itie
s, Jap

an
, 2

0
0

9
).

D
iscu

ssan
ts:  D

ire
cto

r, M
atsu

o
 Kō

ich
i, 1

1
:3

0
 R

o
n

ald
 T

o
b

y, U
n

ive
rsity

 o
f 

Illin
o

is, an
d

  D
avid

 P
lath

, U
n

ive
rsity

 o
f Illin

o
is.

K
e

y
n

o
te

 A
d

d
re

sse
s (L

e
vis, 3

rd
 F

lo
o

)

A
b

e
 Y

asu
rō

, N
ag

o
y

a U
n

ive
rsity

: “M
e

d
ie

val Jap
an

e
se

 L
itu

rg
ical T

e
x

ts an
d

 

P
e

rfo
rm

an
ce

: T
h

e
 W

o
rld

 o
f B

u
d

d
h

ist R
itu

al as R
e

lig
io

u
s T

e
x

t”

（
中
世
日
本
の
儀
礼
テ
ク
ス
ト
と
芸
能
―
宗
教
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
仏
教
儀
礼
の
世

界
―
）

R
yū

ich
i A

b
é

, H
ar

vard
 U

n
ive

rsity
: “V

isu
ality

 an
d

 P
o

w
e

r in
 th

e
 R

itu
als o

f 

M
ik

k
yō

 P
atriarch

al P
o

rtraits”

S
e

ssio
n

 1
 (L

e
vis, 3

rd
 F

lo
o

r):B
u

d
d

h
ist R

itu
al an

d
 A

rts A
cro

ss E
ast A

sia （
東

ア
ジ
ア
を
超
え
る
仏
教
儀
礼
と
芸
能
）

A
ra

m
i H

ir
o

s
h

i, H
ir

o
s

h
im

a
 U

n
iv

e
rs

ity
: “R

e
s

e
a

r
c

h
 o

n
 D

u
n

h
u

a
n

g
 

M
an

u
scrip

t C
o

m
m

e
n

tarie
s o

n
 th

e
 E

ig
h

t F
astin

g
 P

re
ce

p
ts” 

（
敦
煌
本
八
關

齋
戒
儀
軌
寫
本
研
究
）

A
le

x
an

d
e

r M
ay

e
r, U

n
ive

rsity
 o

f Illin
o

is: “F
o

rm
s o

f S
crip

tu
ral P

ractice
 in

 

C
h

in
e

se
 B

u
d

d
h

ism
”

M
ich

ae
l Jam

e
n

tz, K
y

o
to

 U
n

ive
rsity, “R

e
ad

in
g

 th
e

 S
h

ô
k

e
n

 h
y

ô
b

y
ak

u
sh

û
: 

C
lu

e
s

 to
 th

e
 C

re
a

tio
n

 o
f th

e
 H

e
ik

e
 m

o
n

o
g

a
ta

ri in
 th

e
 F

a
m

ily
 o

f 

‘S
ak

u
ram

ach
i C

hū
n

ag
o

n
’F

u
jiw

ara n
o

 S
h

ig
e

n
o

ri”

D
is

c
u

s
s
a

n
ts

: A
le

x
a

n
d

e
r M

a
y

e
r (A

ra
m

i),  Z
o

n
g

-q
i C

a
i(U

n
iv

e
rs

ity
 o

f 

Illin
o

is; M
ay

e
r),  B

rian
 R

u
p

p
e

rt (Jam
e

n
tz)

T
H

U
R

S
D

A
Y

, O
C

T
O

B
E

R
 7

, 2
0

1
0

S
e

ssio
n

 2
 (L

e
v
is, 3

rd
 F

lo
o

r): T
h

e
 W

o
rld

 o
f th

e
 M

e
d

ie
v
a
l P

re
a
c
h

in
g

 T
e

x
t 

T
e

n
pō

rin
shō

(N
atio

n
al M

u
se

u
m

 o
f Jap

an
e

se
 H

isto
r
y

 A
rch

ive
s)  

（
中
世
唱
導

文
献
『
転
法
輪
鈔
』
歴
博
本
の
世
界
）

M
a

k
in

o
 A

ts
u

s
h

i, “O
n

 th
e

 N
a

tio
n

a
l M

u
s

e
u

m
 o

f Ja
p

a
n

e
s

e
 H

is
to

r
y

 

M
an

u
scrip

t o
f th

e
 T

e
n

pō
rin

shō
” （

歴
博
本
『
転
法
輪
鈔
』
に
つ
い
て
）

M
iy

o
sh

i T
o

sh
in

o
ri, N

ag
o

y
a U

n
ive

rsity, “F
ro

m
 th

e
 W

o
rld

 o
f th

e
 ‘M

ik
k

yō
’ 

S
e

ctio
n

” （「
密
教
」
帖
の
世
界
か
ら
）

A
b

e
 M

ik
a
, S

hō
w

a
 W

o
m

e
n

’s U
n

iv
e

rsity, “F
ro

m
 th

e
 W

o
rld

 o
f th

e
 ‘G

o
o

d
 

A
cts o

f th
e

 R
e

g
e

n
t-C

h
an

ce
llo

r H
o

u
se

’ S
e

ctio
n

” 

（「「
関
白
家
修
善
」
帖
の
世

界
か
ら
」）

S
e

ssio
n

 3
 (L

e
vis, 3

rd
 F

lo
o

r): T
h

e
 S

y
ste

m
atizatio

n
 o

f R
e

lig
io

u
s K

n
o

w
le

d
g

e
 

in
 Jap

an
e

se
 B

u
d

d
h

ism

　
（
日
本
仏
教
を
め
ぐ
る
宗
教
知
識
の
体
系
化
）

K
o

ik
e

 Ju
n

’ic
h

i, N
a

tio
n

a
l M

u
s
e

u
m

 o
f Ja

p
a

n
e

s
e

 H
is

to
r

y
, “P

h
a

s
e

s
 o

f 

R
e

lig
io

u
s K

n
o

w
le

d
g

e
 S

e
e

n
 in

 S
h

u
g

e
n

d
o

 W
ritin

g
s” 

（
修
験
蔵
書
に
み
る
宗
教

知
識
の
位
相
）

B
ria

n
 R

u
p

p
e

r
t, U

n
iv

e
rs

ity
 o

f Illin
o

is
: “N

e
tw

o
rk

in
g

 M
o

n
k

s
 a

n
d

 th
e

 

D
isse

m
in

atio
n

 o
f L

itu
rg

ical L
ite

ratu
re

s”
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D
is

c
u

s
s
a

n
t:  R

o
n

a
ld

 T
o

b
y, U

n
iv

e
rs

ity
 o

f Illin
o

is
 (K

o
ik

e
);  M

ic
h

a
e

l 

Jam
e

n
tz(R

u
p

p
e

rt).

S
e

ssio
n

 4
 (L

e
v
is, 3

rd
 F

lo
o

r): O
n

 A
e

sth
e

te
s a

n
d

 P
re

a
c
h

in
g

 a
s a

 R
e

lig
io

u
s 

P
ractice （

宗
教
実
践
と
し
て
の
唱
導
と
芸
能
者
）

E
liza

b
e

th
 O

y
le

r, U
n

iv
e

rsity
 o

f Illin
o

is: “N
a
rra

tin
g

 S
p

a
c
e

: G
e

o
g

ra
p

h
y

 o
f 

th
e

 P
ro

vin
ce

s in
 H

e
ik

e
 m

o
n

o
g

atari.”

M
a

k
in

o
 A

ts
u

s
h

i, M
e

iji U
n

iv
e

rs
ity

: “T
h

e
 T

a
le

 o
f th

e
 H

e
ik

e
 (H

e
ik

e
 

m
o

n
o

g
atari) an

d
 B

u
d

d
h

ist P
re

ach
in

g
 (S

h
ô

d
ô

)” （
平
家
物
語
と
唱
導
）

D
iscu

ssan
t: D

avid
 G

o
o

d
m

an
, U

n
ive

rsity
 o

f Illin
o

is.

S
e

s
s
io

n
 5

 (L
e

v
is

, 3
rd

 F
lo

o
r): P

e
r

fo
rm

a
n

c
e

 a
n

d
 M

e
d

ie
v

a
l Ja

p
a

n
e

s
e

 

B
u

d
d

h
ism

　（
芸
能
と
日
本
中
世
仏
教
）

T
h

o
m

a
s
 H

a
re

, P
rin

c
e

to
n

 U
n

iv
e

rs
ity

: “T
ra

in
in

g
, T

ra
n

s
g

re
s
s
io

n
 a

n
d

 

W
o

n
d

e
r in

 Z
e

am
i’s P

e
rfo

rm
an

ce
 N

o
te

s”

Ik
u

m
i K

a
m

in
is

h
i, T

u
fts

 U
n

iv
e

rs
ity

: “P
e

r
fo

rm
a

n
c

e
s
 o

f th
e

 P
ic

tu
re

-

p
re

ach
in

g
 (e

to
k

i) K
u

m
an

o
 N

u
n

s: S
acre

d
n

e
ss an

d
 S

e
x

u
ality

”

C
h

ik
a

m
o

to
 K

e
n

s
u

k
e

, T
s
u

k
u

b
a

 U
n

iv
e

rs
ity

: “P
re

a
c

h
in

g
 a

n
d

 S
e

ts
u

w
a 

L
ite

ra
tu

re
 o

f th
e

 M
e

d
ie

v
a
l E

ra
: C

o
n

sid
e

rin
g

 th
e

 W
ritin

g
s o

f G
e

d
a
tsu

bō
 

Jō
k

e
i” （

中
世
説
話
文
学
と
唱
導
―
解
脱
房
貞
慶
の
著
述
を
め
ぐ
っ
て
―
）

D
is

c
u

s
s

a
n

ts
:  E

liz
a

b
e

th
 O

y
le

r
 (

H
a

r
e

)
,  A

n
n

e
 B

u
r
k

u
s

-C
h

a
s

s
o

n
 

(K
am

in
ish

i),  B
rian

 R
u

p
p

e
rt (C

h
ik

am
o

to
)

G
e

n
e

ral D
iscu

ssio
n

 o
f th

e
 Im

p
licatio

n
s o

f th
e

 S
y

m
p

o
siu

m
 F

in
d

in
g

s.

総
合
討
論

◇
第
三
回
研
究
会　

三
月
一
一
日
（
金
）　

歴
博

〈
研
究
発
表
〉

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー　

三
後
明
日
香
（
ア
メ
リ
カ 

カ
ー
ル
ト
ン
大
学
）「
米
国

に
お
け
る
日
本
仏
教
の
研
究
動
向
か
ら
見
る
中
世
論
義
会
研
究
の
意

義
―
宮
中
最
勝
講
を
中
心
に
」

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー　

王 

媛
（
一
橋
大
学
大
学
院
）「
舞
楽
「
迦
陵
頻
」
の
一

考
察
―
古
代
仏
教
儀
礼
に
お
け
る
奏
演
と
イ
メ
ー
ジ
―
」

小
島
裕
子
「
金
沢
文
庫
本
収
載
「
清
涼
寺
供
養
」
に
つ
い
て
」

三
後
明
日
香
「
米
国
に
お
け
る
日
本
仏
教
の
研
究
動
向
か
ら
見
る
中
世
論
義
会
研

究
の
意
義
―
宮
中
最
勝
講
を
中
心
に
」
は
、
ア
メ
リ
カ
の
研
究
者
の
み
な
ら
ず
一
般

に
お
け
る
、
日
本
仏
教
へ
の
関
心
、
注
目
の
様
相
と
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
研
究

動
向
に
つ
い
て
論
じ
た
。

教
理
的
側
面
、
特
に
禅
の
東
洋
哲
学
的
な
側
面
へ
の
西
洋
哲
学
か
ら
の
関
心
か
ら

は
じ
ま
っ
た
日
本
仏
教
へ
の
注
目
は
、
一
九
八
〇
年
頃
よ
り
、
政
治
・
社
会
・
制
度

的
な
側
面
へ
と
関
心
を
移
す
と
い
っ
た
、
反
動
と
も
い
え
る
動
向
が
認
め
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
僧
侶
の
教
理
に
対
す
る
探
求
は
、
古
代
・
中
世
に
不
断
に
続
け

ら
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
側
面
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
注
目
さ
れ

る
の
は
、
古
代
・
中
世
の
、
国
家
に
よ
る
仏
教
行
政
や
、
北
嶺
天
台
宗
と
南
都
法
相

宗
と
の
小
乗
を
め
ぐ
る
対
立
的
な
論
争
を
反
映
し
つ
つ
、
教
学
に
つ
い
て
の
論
争
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、
そ
う
し
た
論
争
の
公
的
な
場
と
し
て
南
都
・
北
京
の
年

中
行
事
に
お
け
る
論
義
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
提
示
し
た
。
教
学
と
、
そ
の
方

法
と
し
て
の
論
義
と
、
官
僧
の
昇
進
制
度
の
整
備
と
は
、
有
機
的
な
関
係
に
あ
っ
た
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の
だ
と
す
る
説
を
、
宮
中
最
勝
講
や
そ
こ
で
行
わ
れ
た
論
義
の
内
容
を
具
体
例
と
し

て
論
じ
た
。

さ
ら
に
、
具
体
例
を
積
み
重
ね
て
論
証
を
行
う
べ
き
で
あ
る
が
、
本
視
点
か
ら
の

研
究
が
進
展
す
れ
ば
、
大
陸
・
半
島
を
経
由
し
て
伝
来
し
た
日
本
仏
教
が
、
半
島
・

大
陸
と
は
異
な
る
展
開
を
し
つ
つ
、
日
本
の
精
神
文
化
・
伝
統
文
化
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
基
盤
と
な
っ
た
歴
史
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

王
媛
「
舞
楽
「
迦
陵
頻
」
の
一
考
察
―
古
代
仏
教
儀
礼
に
お
け
る
奏
演
と
イ
メ
ー

ジ
―
」
は
、
大
陸
よ
り
伝
来
し
、
日
本
の
宮
廷
舞
踊
と
し
て
形
成
さ
れ
た
舞
楽
の
文

化
史
的
な
考
察
と
し
て
、
特
に
舞
楽
「
迦
陵
頻
」
に
注
目
し
、
論
じ
た
発
表
。
日
本

の
唐
楽
の
起
源
と
な
っ
た
、
唐
代
の
宮
廷
舞
踊
「
燕
楽
」
に
も
言
及
し
、
大
陸
の
い

か
な
る
舞
踊
が
日
本
舞
楽
の
起
源
と
な
っ
た
の
か
、
よ
り
実
証
的
な
研
究
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
説
い
た
。

舞
楽
「
迦
陵
頻
」
は
、
中
国
宮
廷
舞
踊
中
に
そ
の
名
が
見
え
ず
、
日
本
へ
の
伝
来

に
は
謎
が
多
い
。
迦
陵
頻
伽
は
、『
阿
弥
陀
経
』
等
の
仏
典
に
説
か
れ
る
、
極
楽
に

住
む
と
さ
れ
る
霊
鳥
で
あ
る
。
舞
楽
「
迦
陵
頻
」
は
、
東
大
寺
等
、
古
代
寺
院
の
仏

教
儀
礼
に
お
い
て
、
そ
の
開
会
部
分
に
お
け
る
仏
へ
の
供
養
舞
と
し
て
「
菩
薩
」
等

と
と
も
に
奏
演
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
奏
演
の
仕
方
は
、
仏
典
に
説
か
れ
る
極
楽
の
世

界
を
、
舞
台
を
は
じ
め
と
す
る
仏
前
の
装
置
や
装
束
等
と
、
音
楽
・
身
体
に
よ
っ
て

具
体
化
し
た
表
現
・
芸
術
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

舞
楽
「
迦
陵
頻
」
に
相
当
す
る
舞
踊
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
中
国
の
資
料
に
見
出
せ

な
い
が
、
迦
陵
頻
伽
を
含
む
極
楽
世
界
描
い
た
絵
画
や
工
芸
は
、
中
国
・
日
本
の
両

方
に
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
ら
に
描
か
れ
る
迦
陵
頻
伽
の
イ
メ
ー
ジ
の
比
較
・

検
討
も
あ
わ
せ
て
、
舞
楽
「
迦
陵
頻
」
の
形
成
に
つ
い
て
も
論
じ
た
。

古
代
・
中
世
の
日
本
仏
教
が
、
音
楽
・
舞
踊
等
の
芸
能
や
芸
術
の
奏
演
の
基
盤
と

し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
も
、
そ
の
音
楽
や
舞
踊
が
、
大
陸
・
半
島
の
大

き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
も
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の

相
関
関
係
を
あ
ら
た
め
て
、
東
ア
ジ
ア
の
関
連
資
料
に
も
注
目
し
、
こ
れ
ら
と
と
も

に
位
置
づ
け
再
考
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
東
ア
ジ
ア
世
界
の
な
か
で
の
、
古
代
・
中

世
日
本
の
宗
教
文
化
の
新
た
な
側
面
を
発
見
し
、
現
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
印
象
づ
け
た
、
今
後
の
さ
ら
な
る
研
究
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
発
表
で
あ
っ
た
。

小
島
裕
子
共
同
研
究
員
「
金
沢
文
庫
本
収
載
「
清
涼
寺
供
養
」
に
つ
い
て
」
は
、

本
共
同
研
究
に
お
い
て
研
究
の
核
と
な
る
『
転
法
輪
鈔
』
と
関
連
の
深
い
、
金
沢
文

庫
本
収
載
の
「
清
涼
寺
供
養
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
発
表
。
国
家
仏
教
、
特
に
後
白

河
院
政
期
の
仏
教
儀
礼
の
性
格
を
考
え
る
上
で
の
有
用
性
等
に
つ
い
て
論
じ
た
。

（
松
尾
恒
一
執
筆
）


